
お もな 内容

2・ 3P48年度予算の内容
4P葛西収入役退任
5P火災予防について
6・ 7P人のうごき、この人
訪間
8Pふ るさとの歴史

広 報

4″田

相
内
小
学
校
桂

，
１１１
分
校

相
内
小
学
校
桂
川
分
校
が
二
月
末
で
閉
校
に
な
っ

た
。過
そ
化
の
波
に
押
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
も
な
い

が
、
こ
と
し
の
新
入
学
児
童
は
山
田
節
子
ち
や
ん
が

た
っ
た

一
人
。
二
年
生
を
入
れ
て
も
二
人
と
少
い
。

来
年
度
は
二
人
に
増
え
る
が
、
そ
の
あ
と
は
五
十

二
年
度
ま
で
各

一
人
と
い
う
寂
し
さ
。

同
校
は
明
治
三
十
九
年
、
冬
季
教
授
所
と
し
て
創

立
、
昭
和
二
十
五
年
九
月
認
可
。
二
年
生
ま
で
の
通

年
教
育
を
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

六
十
五
年
間
の
歴
史
に
終
止
符
を
打
っ
た
″
山
の

分
校
校
舎
″
は
い
ま
、
耐
え
て
き
た
風
雪
の
年
月
を

や
わ
ら
か
い
春
の
日
差
し
に
語
り
か
け
て
い
る
。

一
年
生
の
節
子
ち
や
ん
は
二
年
生
以
上
八
人
の
お

に
い
さ
ん
、
お
ね
え
さ
ん
と
い
っ
し
よ
に
村
の
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
で
元
気
に
相
内
小
学
校
へ
通

っ
て
い
る
。

閉
校
し
た
桂
川
分
校
校
舎

＝
残
雪
の
二
月
下
旬
写
す
＝
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三
月
の
定
例
村
議
会
で

決
ま
っ
た
昭
和
四
十
八
年

度
の
予
算
は
、　
一
般
会
計

四
億
七
千
五
百
万
円
で
昨

年
の
当
初
に
く
ら
べ
て
一

億
二
千
九
百
万
円
増
額
と

な
り
ま
し
た
。

全
体
の
占
め
る
割
合
で

は
、
教
育
費
が
三
〇

・
七

七
％
と
高
く
、
次
い
で
土

木
費
が

一
五

・
四
七
％
、

民
生
費
が

一
二

・
五
六
と

続
い
て
い
ま
す
。
お
も
な

行
政
施
策
に
要
す
る
予
算

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

▽
広
報
紙
発
行
費
＝
九
十
三
万

四
千
円

▽
村
民
集
会
所
建
設
費
＝
五
百

六
十
万
円

各
種
会
合
に
使
う
た
め
旧
役

場
庁
舎
跡
地
に

一
八

・
八
平

方
材
の
規
模
で
新
築
し
ま
す

▽
村
史
編
さ
ん
費
――
四
十
二
万

九
千
円

村
史
編
さ
ん
に
つ
い
て
は
、

現
在
資
料
の
収
集
を
主
体
に

し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は

そ
の
大
要
を
ま
と
め
る
計
画

▽
街
灯
新
設

・
補
修
費
＝
七
十

七
万
五
千
円

街
灯
の
新
設
一一千

四
万
五
千

円
、
維
持
補
修
に
、
四
十
三

万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

▽
患
者
輸
送
車
購
入
費
＝
三
百

万
円
五
０
人
乗
り
の
中
型
バ
ス
を

一
台
購
入
し
ま
す
。

▽
脇
元
火
葬
場
建
設
費
負
担
金

＝
五
十
万
円

脇
元
財
産
区
管
理
会
が
主
体

と
な
つ
て
建
設
し
ま
す
が
、

で
す
。

▽
交
通
安
全
対
策
費
＝
百
十
六

万
五
千
円

激
増
す
る
交
通
事
故
か
ら
子

ど
も
を
守
る
た
め
の
み
ど
り

の
お
ば
さ
ん
の
費
用
、
安
協

へ
の
助
成
費
が
お
も
な
も
の

で
す
。

▽
選
挙
施
行
費
＝
一一千

四
万
四

ｏ千
円
来
年
二
月
施
行
予
定
の
農
業

委
員
選
挙
の
費
用
で
す
。

▽
指
定
統
計
調
査
費
＝
二
十
四

万
六
千
円

▽
徴
税
費
＝
四
十
二
万
七
千
円

納
税
貯
蓄
組
合
関
係
の
補
助

で
す
。

こ
れ
に
要
す
る
村
の
負
担
分

で
す
。

▽
国
保
会
計
繰
出
金
＝
四
百
万

円
▽
老
人
福
祉
費
＝

一
千
三
百
三

十
八
万
円

寝
た
き
り
老
人
や

一
人
住
い

の
老
人
に
対
す
る
家
庭
奉
仕

員
の
費
用
が
五
十
四
万
円
、

敬
老
年
金
に
八
十
六
万
四
千

円
、
こ
れ
は
七
〇
才
―
七
五

才
ま
で
年
額
千
八
百
円
、
七

五
才
―
八
〇
才
ま
で
二
千
四

百
円
、
八
〇
才
―
八
五
才
ま

で
六
千
円
、
八
五
才
以
上
は

一
万
三
千
円
支
給
し
ま
す
。

毎
年
九
月
十
日
に
一
括
支
給

土木行政を重点的に

ｌ

ｈ
Ｎ

Ｉ

相
内
に
村
民
集
会
所
を
建
設

円
、
非
被
用
者
八
百
七
万
六

千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
催
芽
所
運
営
費
＝
十
万
円

種
モ
ミ
の
催
芽
を
行
う
た
め

の
費
用
で
す
。

▽
山
菜
加
工
場
費
＝
十
五
万
九

千
円

▽
圃
場
整
備
調
査
＝
五
十
万
円

▽
種
モ
ミ
更
新
補
助
＝
二
十
九

万
六
千
円

▽
天
災
資
金
利
子
補
給
＝
十
七

万
九
千
円

▽
田
植
機
補
助
＝
二
十
万
円

五
台
分
の
予
定
で
す
。

▽
畜
産
振
興
費
――

一
千
三
百
十

一
万
九
千
円

実
取
地
区
の
牧
道
補
修
に
四

十
万
円
、
岩
井
牛
舎
増
築
二

万

一
千
円

▽
成
人
病
予
防
対
策
費
＝
百
二

万

一
千
円

胃
や
婦
人
病
の
集
団
検
診
を

行
な
う
も
の
で
、
三
十
五
才

以
上
金
額
無
料
で
す
。

△
環
境
衛
生
費
＝
三
百
三
十
七

万

一
千
円

出
か
せ
ぎ
者
激
励
大
会
、
健

康
診
断
、
う

る
し
職

業
補

導
、
内
職
補
導
助
成
な
ど
の

事
業
を
進
め
ま
す
。

百
万
円
、
ア
ワ
ヨ
ト
ウ
虫
防

除
二
十
七
万
貝

追
肥
三
百

五
十
五
万
円
、
牧
道
新
設
ブ

ル
借
上
料
二
十
万
円
、
飼
料

作
仇
作
付
補
助
十
万
三
千
円

和
牛
流
通
規
制
貸
付
負
担
金

六
十
万
円
、
素
牛
購
入
補
助

十
六
万
五
千
円
、
肥
育
牛
補

助
十
三
万
八
千
円
。

基
礎
豚
購
入
補
助
四
十
二
万

円
「
純
す
い
豚
購
入
補
助
九

切減斉却Ｆ睡豚経営補助

▽
米
生
産
調
整
＝
四
十
三
万
円

調
査
人
夫
賃
に
三
万
円
、
そ

の
他
四
十
万
円
と
な

っ
て
い

ま
す
。
　

・

▽
畑
作
振
興
費
＝
十
八
万
五
千

円
、
畑
作
振
興
助
成
に
十
四
万
円

そ
の
他
四
万
五
千
円
の
内
訳

で
す
。

▽
水
産
振
興
事
業
費
＝
三
百
十

八
万
九
千
円

憔
場
政
■
つ
た
め
の
岩
礁
爆

一破
に
百
万
三
千
円
、
ア
ワ
ビ

稔
貝
購
入
五
十
万

（
一
万
個

）
、
脇
元
漁
協
不
漁
対
策
利

子
補
助
六
十
六
万
円
、
そ
の

他
二
万
七
千
円
。

す
る
予
定
で
す
。

老
人
医
療
に
一
千
百
八
万
六

千
円
、
敬
老
会
費
と
し
て
十

八
万
円
、
老
人
ク
ラ
ブ
臣
係

が
二
十
四
万
七
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

▽
青
少
年
対
策
費
＝
二
十
二
万

五
千
円

青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
る

た
め
の
費
用
で
す
。

▽
児
童
援
護
費
＝
十
七
万
円

遺
児

（両
親
ま
た
は
両
親
の

ど
ち
ら
か
が
い
な
い
児
童
）

に
対
し
て
入
学
祝
金
と
し
て

五
千
円
、
卒
業
祝
金
七
千
円

両
親
の
ど
ち
ら
か
死
亡
し
た

と
き
は
、
弔
慰
金
と
し
て

一

万
円
支
給
し
よ
う
と
い
う
も

の
で
す
。

▽
常
設
保
育
所
運
営
費
＝

一
千

三
百
四
万
八
千
円

▽
へ
き
地
保
育
所
運
営
費
＝
四

百
七
十
二
万

一
千
円

▽
季
節
保
育
所
運
営
費
＝
二
十

六
万
八
千
円

▽
児
童
館
運
営
費
＝
百
七
十

一

万
八
千
円

▽
児
童
手
当
＝
九
百
十
五
万
六

千
円
　
　
　
　
　
．

内
訳
け
は
被

用
者
百

八
万

唖
甕

導

▽
献
血
推
進
費
＝
八
万
五
千
円

献
血
協
力
者
の
表
彰
費
な
ど

が
お
も
な
も
の
で
す
。

▽
簡
易
水
道
繰
出
金
＝

一
千
八

老
人
家
庭
奉
仕
員
を
設
置

成
人
病
の
集
団
検
診
は
無
料

▽
出
稼
対
策
費
――
九
十
六
万
円

畜
産
の
振
興

（牛
豚
）
を
柱
に
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小
型
動
力
消
防
ポ
ン
プ
を
購
入

百
三
十
万
円
、
脇
元
屯
所
移

転

（
旧
駐
在
跡
）
費
と
し
て

三
十
五
方
円
、
ホ
ー
ス
四
十

本

（
五
〇
ミ
リ
）
七
十
万
円

小
型
動
カ
ポ
ン
プ

一
台

（台

車
ホ
ー
ス
つ
き
）
八
十
六
万

円
、
団
員
退
職
報
償
分
担
金

五
十
八
方
二
千
円
、
そ
の
他

三
百
八
十
五
万
三
千
円

▽
学
校
建
設
費
＝
五
千
二
百
十

四
万
円

十
三
小
学
校
改
築
四
千
四
百

万
円

（鉄
筋
二
階
建
、
八
三

〇
平
方
財
、
用
地
買
収
が
百

三
十
八
万
円

（十
三
）

太
田
小
の
用
地
買
収
に
三
百

万
円
、
十
三
小
の
給
食
備
品

二
十

一　
万
円
、
十
三

小
洒

築
事
務
費
が
百
六
十
五
万
円

▽
教
員
住
宅
建
設
費
＝

一
千
百

四
十
九
万
円

コ
ン
ク
リ
ー
ト
プ

ロ
ツ
ク
造

り
五
戸
を
建
設
し
ま
す
。
十

三
、
二
戸
、
脇
元
二
戸
、
太

田

一
戸
の
予
定
で
す
。

▽
学
校
プ
ー
ル
建
設
費
＝

一
千

三
百
五
万
円

鋼
製
水
泳
プ
ー
ル

（四
〇
〇

平
方
材
）

一
基
を
相
内
小
に

円
、
電
気
料
百
二
万
円
、
各

種
管
理
委
託
料
二
十
六
万
円

そ
の
他
四
百
三
十
八
万
四
千

円
。

▽
高
校
管
理
費
＝
百
七
十
七
万

三
千
円

▽
教
育
振
興
費
＝
四
十
万
円

▽
公
民
館
建
設
費
＝

一
千
百
十

七
万
円

磯
松
公
民
館
建
設
費
で
す
。

木
造
三
階
建
三
百
五
十
平
方

Ｍ
で
す
。

老
人
い
こ
い
の
家
的
な
性
格

▽
常
備
消
防
費
＝

一
千
五
百
九

十

一
万
三
千
円

津
軽
北
部
消
防
事
務
組
合
負

担
金
百
四
十
五
万
三
千
円
。

市
浦
分
署
負
担
金

一
千
四
百

四
十
五
万
九
千
円

▽
非
常
備
消
防
費
＝
七
百
二
十

二
万
四
千
円

。

消
防
操
法
訓
練
一
一十
万
円
、

出
動
手
当
十
八
万
円
、
旅
費

二
十
九
万
九
千
円
、
太
田
、

十
三
地
区
に
貯
水
槽
各

一
基

太
田
本
線
改
良
に
五
十
六
万

円
、
桂
川
線
改
良

一
千
三
百

四
十
五
万
円
、
舗
装
は
桂
川

線

一
千
四
百
七
十
四
万
円
、

吉
野
線

一
千
二
万
円
、
赤
川

道
二
百
四
十
万
円
。
用
地
買

収

（太
田
本
線
）
二
百
八
十

万
円
、
補
償
費

（太
田
本
線

）
五
十
万
円
、
そ
の
他
二
十

四
万
五
千
円
。

▽
漁
港
修
築
負
担
＝
七
百
四
十

九
万
七
千
円

脇
元
漁
港
四
百
二
十
六
万
四

千
円

（物
揚
場
七
〇
Ｍ
。
船

揚
場
五
〇
研
旧
堤
撤
去
）
十

三
漁
港
三
百
二
十
三
万
三
千

円

（防
波
堤
八
二

・
五
Ｍ
）

▽
地
籍
調
査
＝
六
百
二
万
三
千

円
。

（磯
松
地
区
）

十
三
小
改
築

・
相
小
に
プ
…
ル

建
設
の
予
定
で
す
。
　
　
　
　
　
を
持
た
せ
ま
す
。

▽
中
学
校
教
育
振
興
費
＝
十
万
　
▽
学
校
給
食
運
営
費
＝
六
百
八

円
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
五
万
三
千
円

▽
寄
宿
舎
運
営
費
――
二
千
百
五

十
二
万
円

給
食
費

一
千
五
百
六
万
三
千

円
、
燃
料
費
七
十
九
万
三
千

教育・民生・

史
跡
案
内
板
十
万
円
、
公
衆

便
所
く
み
取
り
四
万
円
、
観

光
バ
ン
フ
レ
ツ
ト
四
十
万
円

そ
の
他
十
五
万

一
千
円
、

▽
小
学
校
管
理
費
＝

一
千
二
十

七
万
六
千
円

▽
観
光
振
興
費
＝
六
十
九
万
円

村

道

改

良

と

舗

装

を

進

め

る

　

　

　

▽
教
育
振
興
費
＝
八
十
万
円

▽
道
路
維
持
費
＝
八
百
十
九
万

四
千
円

グ
レ
ー
ダ
ー
維
持
費
五
十
八

万
四
千
円
、
側
溝
新
設
百
七

十
三
万
円
、　
ヒ
ュ
ー
ム
管
伏

設
十
五
万
円
、
橋
梁
補
修
十

万
円
、
道
路
補
修
五
十
二
万

五
千
円
、
側
溝
補
修
九
万
円

道
路
補
修
砕
石
百
二
十
五
万

円
、
側
溝
蓋
二
十
五
万
円

（

五
百
枚
）
、
県
道
舗
装
負
担

百
四
十
八
万
五
千
円
、
側
溝

負
担
八
十
四
万
円
、
そ
の
他

百
四
万
円
。

▽
道
路
新
設
改
良
費
＝
四
千
三

百
七
十

一
万
五
千
円

昭和48年度目的別―般会計予算

▲予算額4億7千 5百万円

◇割    合 ,100%
◎村民一人当り105,158円
旨 :T腸

毬∫"豫

絆

絶 :ヱユ″

俄 武勝

L:T腸
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葛西収入役が退任

―

∞
ヨ

ー

葛
西
さ
ん
が
村
の
金
庫
を
預

っ
た
の
は
昭
和
十
九
年
二
月
、

若
冠
二
十
四
才
の
と
き
、
合
併

前
の
旧
脇
元

村
を
振
り

出
し

に
、
三
十
年
三
月
相
内
、
脇
元

十
三
の
三
村
が
合
併
し
て
か
ら

村
の
嘱
託
、
書
記
、
収
入
役
代

理
と
一
時
中
断
は
あ
っ
た
も
の

の
。
三
十

一
年
十
二
月
正
式
に

合
併
後
の
収
入
役
に
就
任
。
連

続
七
期
二
十
八
年
間
村
の
財
政

を
守
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
収
入
役
と
し
て
の
重

責
に
苦
し
ん
だ
の
は
合
併
間
も

な
い
三
十
三
年
、
二
千
三
百
万

円
の
赤
字
を
か
か
え
て
財
政
再

建
準
用
団
体
の
指
定
を
受
け
て

か
ら
だ
と
い
う
。

し
か
し
、
葛
西
さ
ん
の
た
ゆ

ま
な
い
努
力
が
実
り
、
指
定
期

間
を
三
年
短
縮
し
て
、
三
十
九

年
度
で
赤
字
団
体
か
ら
脱
却
し

ま
し
た
。
こ
う
し
た
努
力
と
手

腕
が
高
く
買
わ
れ
四
十

一
年
に

全
国
町
村
会
長
と
郡
町
村
会
長

か
ら
表
彰
さ
れ
、
続
い
て
四
十

五
年
十
月
に
は
自
治
大
臣
表
彰

を
受
け
る
輝
や
か
し
い
記
録
を

の
こ
し
ま
し
た
。

退
任
に
当
っ
て
葛
西
さ
ん
は

「
長
い
こ
と
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
財
政
再
建
団
体
の
指
定

を
受
け
た
と
き
は
、
私
と
し
て

も

一
番
苦
し
い
と
き
で
し
た
が

い
ま
は
、
な
つ
か
し
い
思
い
出

と
し
て
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

」
と
、
二
十
八
年
間
の
収
入
役

生
活
を
振
り

返
っ
て
い

ま
し

た
。

そ
の
他
国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
る
五
十
五
才
未

満

の
人

で
、
五
〇
ア
ー
ル
未
満
の
農
業

経
営
主
、
農
業
生
産
法
人
の
営

む
農
業
に
常
時
従
事
し
て
い
る

構
成
員
、
五
〇
ア
ー
ル
以
上
の

農
業
経
営
主
の
後
継
者
は
希
望

に
よ
っ
て
加
入
で
き
ま
す
。

高

年

令

者

は

す

ぐ

加

入

を

大
正
五
年
―
大
正
九
年
生
ま

れ
の
人
は
五
年
以
上
保
険
料
を

納
め
れ
ば
年
金
が
も
ら
え
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
、
保
険
料
は
二
年
以
上
さ
か

の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
あ
ま
り
加
入
の

手
続
き
が
お
く
れ
ま
す
と
保
険

料
を
納
め
た
期
間
が
五
年
に
満

た
な
い
こ
と
に
な
り
、
永
久
に

年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。

昭

和

５‐

年

か

ら

年

金

を

支

給

農
業
者
年
金
を
受
け
る
た
め

に
は
、
普
通
二
十
年
以
上
保
険

料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
制
度
発
足
の
時

（四
十
六

年

一
月

一
日
）
の
加
入
者
の
年

令
に
よ
っ
て
本
来
の
二
十
年
を

五
年
ま
で
短
縮
す
る
と
い
う
優

遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が

っ
て
早
い
か
た
は
昭
和
五
十

一

年
か
ら
年
金
が
受
け
ら
ま
す
。

あ
な
た
の
お
知
り
合
い
の
か
た

が
た
も
す
で
に
加
入
さ
れ
て
お

り
、
将
来
豊
か
な
老
後
の
生
活

が
約
束
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
あ

な
た
も
将
来
に
悔
い
を
の
こ
さ

な
い
よ
う
加
入
の
手
続
き
を
早

く
す
す
め
ま
し
よ
う
。

年

金

は

い

つ
か

ら

も

ら

え

る

か

農
業
経
営
を
後
継
ぎ
に
ゆ
ず

っ
て
隠
居

（
い
ん
き
よ
）
し
た

場
合
や
、
農
地
を
他
人
に
ゆ
ず

っ
て
農
業
を
や
め
た
場
合
に
六

十
才
か
ら
六
十
五
才
に
な
る
ま

で
経
営
移
譲
年
金
、
ま
た
農
業

を
や
め
て
も
や
め
な
く
て
も
六

十
五
才
か
ら
農
業
者
令
老
年
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
は
七
三
０
円

保
険
料
は
月
額
七
百
五
十
円

で
三
カ
月
ご
と
に
ま
之
め
て
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

物

価

の

変

動

で

年

金

も

上

が

る

・」
の
制
度

の
年
金
額
は
国

民
年
金
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
物

価
や
生
活
水
準
の
変
動
に
応
じ

て
改
定
さ
れ
る
こ
と
が
は
っ
き

り
法
律
で
き
め
ら
れ
て
い
ま
す

か
ら
安
心
で
す
。

な
お
、
保
険
料
は
年
金
支
給

の
た
め
の
財
源
と
し
て
国
の
補

助
と
合
せ
て
積
み
立
て
し
、
そ

の
運
用
に
つ
い
て
は
、
農
地
を

買
う
た
め

の
長
期
低
利

の
貸

付
、
福
祉
施
設
な
ど
皆
さ
ん
の

お
役
に
立
つ
よ
う
、
で
き
る
だ

け
加
入
者
の
意
見
に
沿

っ
て
運

用
さ
れ
ま
す
。

加
入
の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う

…
楽
し
い
老
後
を
築
く
た
め
に
…

″
村

の
財

政

を

守

り

続

け

て

混

乱

し

た

経

済

や

合

併

直

後

の

静

か

に

役

場

を

後

に

し

た

葛

西

さ

ん

の
背

に

″
ご
苦

労

さ

ま

・

の
拍

手

が

湧

き

起

こ

り

ま

し

た
・
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年
間
を
通
し
て
最
も
山
火
事

が
多

い
時
期
で
、
貴
重
な
森
林

資
源
を
失

っ
て
い
ま
す

地
域
住
民
と
林
野
関
係
者
が

い

っ
し
よ
に
な

っ
て
被
害
を
少

な
く
し
て
ゅ

き
た
い
も

の
で

す
。

こ
れ
か
ら
が
危
険

山
火
事
の
原
因
は
た
ば

こ
の

投
げ
捨
て
が
最
も
多
く
、
た
き

火
、

マ

ツ
チ
の
燃
え
さ
し
、
火

入
、
子
供
の
火
遊
び
の
順
で
多

く
な

っ
て
い
ま
す
。
原
因
の
九

五
警

ま
で
が
、

不
注
意
と
不
始

末
に
よ

っ
て
起
き
て
い
ま
す

か

ら
、　
″
火
の
始
末
、
山

の

ル
ー

ル
の
第

一
課
の

″
標
語
の
と
お

り
、
山
の
ル
ー
ル
を
守

っ
て
山

火
事
を
追
放
し
ま
し
よ
う
。

山
火
事
を
防
ぐ
に
は

山
火
事
を
防
ぐ
に
は
、
山
に

入
る
人
が

一
人

一
人
、
注
意
す

る
こ
と
で
す
が
、
特

に

つ
ぎ

の

こ
と
を
守

っ
て
下
さ
い
。

（
一
）
火
入
れ
す
る
と
き
に

は
村
長
に
届
け
出
る
事
、
火
を

入
れ
た
ら
報
告
し
、
延
焼
を
防

ぐ
た
め
消
火
の
準
備
を
し
て
お

（
二
）
火
災
警
報
が
発
令
さ

れ
た
ら
消
火
し
火
入
れ
を
中
止

す

る
こ
と

（
三
）
自
動
車
な
ど

で
山

ヘ

は
い
る
と
き
、
走
行
中
窓

か
ら

た
ば

こ
を
捨
て
な
い
こ
と

（
四
）
集
団
で

ハ
イ
キ
ン
グ

す

る
と
き
は
必
ず
防
火
責
任
者

を
定
め
、
た
き
火
を
し
た
あ
と

の
始
末
を
完
全
に
行
な
わ
せ
る

事

（
五
）
山
菜
と
り
に
山

へ
入

っ
て
火
を
使

っ
た
り
、
た
ば

こ

を
吸

っ
た
と
き
は
、
消
火
を
た

し
か
め
る
こ
と
。

山
火
事
を
発
見
し
た
ら

山
火
事
を

発
見
し

た
と
き

は
、
最
寄
り
の
部
落

な
り
営
林

署

の
作
業
員
な
り
担
当
地
区
に

伽
醜
険際
パ
雌
襲
い
〕
融
賜
岬

来
る
よ
ぅ
に
す
る
事
が
被
害
を

少
な
く
す
る
カ
ギ
に
な
り
ま
す

森 林 火 災 を な く し よう

一空気が乾いています一

ヽ焼くは―瞬・育つは100年 ヽ

走行放水ができる最新鋭消防署

た
ば
こ
火

に
注
意
を

春
先
は
空
気

　

地
域
で
、
火
災
の
恐
ろ
し
さ
を

が
乾
燥
し
、　
一
　

充
分
認
識
し
、
火
災
予
防

に
努

年
間

で
最
も
火

　

め
ま
し
よ
う
。

災
の
起
り
や
す

　

　

こ
の
火
災
の
原
因
を
分
析
し

い
季
節

で
す
。　
　
ま
す
と
九
五
幹
ま
で
が
不
始
末

火
災
に
よ
る
被

　

に
よ

っ
て
起
き
て
い
ま
す
。
し

害
を
防
ぐ
た
め

　

か
も
建
物

の
火
災
が
圧
倒
的

に

に
四
月
に
は
、　
　
多

い
の
で
す
。
地
域
の
住
民
が

「春

の
火
災
予

　

お
互

い
に
協
力
し
、
火
災
を
な

防
運
動
」
が
お
　

く
す
る
運
動
、
ま
た
は
、
話
あ

こ
な
わ
れ
て
い
　

い
の
場
を
多
く

も
ち
ま

し
よ

ま
す
。
　

　

　

　

う
。

家
庭
を
は
じ
　

　

そ
の
際
、
次

の
こ
と
に
注
意

め
、
職
場
や
、　
　
す
る
よ
う

に
し
ま
し
よ
う
。

農
業
委
　
＝

一
、
三
〇
〇
円

員

会

で
　
　
◎
除
草
＝

一
、
三
〇
〇
円

は
、
こ
と
　
　
◎
稲
刈
＝

一
、
三
〇
〇
円

し
の
標
準
　
　
◎

一
般
畑
作
業
＝

一
、
二
〇

賃
金
を
つ
　
　
　
○
円
　
　
　
（男
女
共
）

ぎ
の
と
お
　
　
◎
畑
耕
起
＝

一
、
六
〇
〇
円

り
決
め
ま
　
　
◎
田
耕
起
＝

一
、
五
〇
〇
円

し
た
。
　
　
　
◎
荒
か
き
＝

一
、
二
〇
〇
円

ご
協
力
　
　
◎
代
か
き
＝

一
、
二
〇
〇
円

く
だ
さ
い
　
　
◎
荒
か
き
か
ら
代
か
き
ま
で

◎

一
般
　
　
　
＝
二
、
二
〇
〇
円

水
田
作
業
　
　
◎
バ
イ
ン
ダ
ー
＝
四
、
五
〇

＝

一
、
〓
一　
　
　
〇
円
２

０
ア
ー
ル
当
り
）

○
○
円
　
　
　
◎
全
自
動
脱
穀
機
＝
六
、
七

◎
田
植
　
　
　
○
○
円

（
一
日
当
り
）

＝

一
、
五
　
　
な
お
、
食
事
、
賄

（ま
か
な

○
○
円
　
　
い
）
等
は
一
切
な
く
す
る
よ
う

◎
苗
取
　
に
し
て
く
だ
さ
い
。

―食事・賄は抜きで一

目
］御嘲口】向蜻
蜆

消
防
署

で
は
　

　

同
署

で
は
こ
れ
ま

で
、
分
団

こ
の
ほ
ど
、
最

　

の
消
防
ボ
ン
プ
自
動
車
を
使
用

新
鋭
の
消
防
ポ
　

し
て
い
ま
し
た
が
、
火
災
発
生

ン
プ
自
動
車
を

　

時
に
は
ど
う
し
て
も

不
便
な
こ

購

入
し

ま
し

　

と
が
多
く
、
早
く
か
ら
購
入
が

た
。
　
　
　
　
　
　
の
ぞ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
森
田
　

　

こ
の
ポ
ン
プ
自
動
車

は
走
行

式
水
そ
う
付
消

　

放
水
が
が

で
き
る
の
で
初
期
消

防
ポ
ン
プ
自
動

　

火
に
威
力
を
発
揮
し
ま
す
。

車

で
、
国
家
検

　
　
な
お
、
火
災
発
生
時
に
は
消

定

Ａ
Ｉ

二
級

・
　

防
自
動
車
が
現
場

へ
急
行
し
ま

八

五
馬

力
、　
　
す
が
、
初
期
消
火
を
図
る
た
め

一
、
八
〇
〇
り

　

に
も
消
防
車

の
通
行
を
優
先
さ

入
り
の
水
そ
う

　

せ
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

が

つ
い
て
い
ま
　

火
災
発
生
の
と
き
は
直
ち
に

「

す
。
価
格
は
四

　

一
一
九
番
」

へ
電
話
し
て
く
だ

百
五
十
万
円
で
　

き
い
。

す
。

①
火
を
使
用
す
る
器
具
の
安

全
な
取
り
扱
い

②
火
を
使
用
す
る
場
所
の
整

理
整
と
ん

③
危
険
な
も
の

（た
と
え
ば

ベ
ン
ジ
ン
と
か
ガ
ソ
リ
ン
な
ど

の
引
火
し
や
す
い
も
の
紙
く
ず

や
お
が
く
ず
な
ど
の
燃
え
や
す

い
も
の
）
の
安
全
な
取
り
扱
い

と
保
管
④

バ
ヶ
ツ
い
っ
ば
い
の
水
の

く
み
お
き
と
必
要
に
応
じ
た
消

火
器
の
備
え
付
け

⑤
避
難
経
路
を
設
け
る
。
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は 新 設 老  の 大

えよな厖if思輩
と体 ぞ が ま 完 学 十

業 畠 勇 讐 源 壱 笙 戸
る に て く 同 ま 内 か
と 子 い IT・

校 ヒ体 ら
大 ど ま く体 た 育 建
喜 も しか 育

°
館 設

び た た ら 館  1よ 中°
ち
C建
は  こ の

飲んだら
乗るなら

乗 らない
飲 まない

飲 ませない

市浦村交通安全対策協饉会

報

うク

んク

と
遊
べ
る
ぞ

―
大
田
小
体
育
舘
完
成
―

―

勲
Ｎ

Ｉ

―
教
職
員
の
部

―

ど
う
ぞ
よ
ろ
Ｌ
く

（転

入
）

▽
相
内
小
＝
坂
下
幸
四
郎

（

太
田
小
）
▽
同
＝
成
田
日
出
雄

（板
柳
小
）
▽
同
＝
中
野
雄
臣

（
新
採
用
）
▽
同
養
教
＝
成
田

・
智
子

（
同
）

▽
大
田
小
＝
今
真

（金
木
小

）
▽
同
＝
上
原
幸

（
胡
挑
館
小

）
▽
同
＝
山
内
隆

（金
木
小
）

▽
脇
元
小
＝
原
田

ュ
キ

エ

（市

浦
中
）
▽
同
＝
十

三
小
＝
清
野

隆
夫

（
小
泊
小
）
▽
同
＝
大
川

宏
紀

（富
泡
小
）

▽
市
浦
中
＝
白
川
キ

ヌ

（
木

造
中
）
▽
同
舎
監
長
＝
松
山
栄

秀

（
五
三
中
）
▽
同
＝
三
橋
昭

次

（
五

三
中
）
▽
同
＝
外
崎
田

鶴
子

（
小
泊
中
）
▽
同
＝
成
田

収

（中
里
中
）
▽
同
＝
原
子
恒

二

（
新
採
用
）
▽
同
養
教
＝
太

田
裕
見
子

（
同
）

お
せ
わ
に
な
り
ま
し
た

（
転
出
）

▽
赤
石
小
＝
宮
崎
清
衛

（相

内
小
）
▽
他
管
内

（
三
八
）
＝

八
木
橋
幸
子

バ
同
〉
▽
小
泊
小

＝
下
山
良
子

（
同
）
▽
水
元
小

野
尻
分
校
―
菊
地
正
勝

（
桂
川

分
校
）
▽
相
内
小
＝
坂
下
幸
四
郎

（

大
田
小
）
▽
退
職
＝
中
野
紀
久

子

（
同
）
▽
五
所
川
原
南
小
＝

斎
藤
友
男

（
同
）

▽
妙
堂
崎
小
共
栄
分
校
＝
原

田
秀
子

（
脇
元
小
）

▽
板
柳
小
＝
竹
浪
兵
蔵

（十

三
小
）
▽
胡
桃
館
小
＝
竹
浪
靖

子

（同
）

▽
五

一
中
＝
斎
藤
敏
彰

（
市

浦
中
）
▽
退
職
＝

一
戸
健
造

（

同
舎
監
長
）
▽
稲
垣
中
＝
長
内

長
生

（
同
）
▽
脇
元
小
＝
原
田

ュ
キ

エ

（
同
）
▽
大
戸
瀬
中
＝

宮
崎
玲
子

（
同
）
▽
中
里
中
＝

外
崎
広
美

（
同
）
▽
他
管
内

（

中
南
）
＝
笹
田
将
臣

（
同
）

―
市
浦
営
林
署

の
部
―

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

　

，

（転
入
）

▽
厚
生
係
長

（＝
飯

田
公
彦

（
仙
台
署
担
当
区
）
▽
管
理
官

＝
三
品
幸
雄

（
局
利
用
係
長
）

▽
経
営
課
長
＝
佐

々
木
輝
久

（

乙
供
署
係
長
）
▽
労
務
係
長
＝

金
沢
昭

一

（鯵
ケ
沢
署
係
長
）

▽
市
浦
製
品
＝
奈
良
喜
夫

（蟹

田
署
）
▽
土
木
係
＝
柿
崎
寿
徳

（
局
土
木
課
）
▽
市
浦
製
品
＝

平
間
修

（
鯵
ケ
沢
署
）
▽
小
泊

製
品
＝
関
信

二

（深
浦
署

）
▽

同
＝
三
浦
宅
夫

（
乙
供
署
）

お
せ
わ
に
な
り
ま
し
た

（転
入
）

▽
む

つ
署
＝
須
藤
裕
司

（
厚

生
係
長
）
▽
川
尻
署
＝
岩
渕
貢

（
管
理
官
）
▽
黒
石
署
＝
木
村

勝
虎

（
経
営
課
長
）
▽
気
仙
沼

署
＝

及
川
隆
視

（
労
務
係
長
）

▽
深
浦
署
＝
鎌
田
信

一

（生
産

係
長
）
▽
金
木
署
＝
小
笠
原
俊

信

（
市
浦
製
品
）
▽
三
戸
署
＝

鈴
木
弘

一

（
太
田
担
当
区
）
▽

大
鰐
署
＝
田
村
光
治

（
小
泊
製

品
）
▽
久
慈
署
＝

三
浦
徳
三
郎

―
県
派
遣
保
健
婦
―

（転
入
）

▽
市
浦
駐
在
＝
益
子
明
美

（

弘
前
保
健
所
）
▽
同
＝
松
江
千

枝
子

（
新
採
用
）

（転
出
）

▽
鯵
ヶ
沢
保
健
所
＝
島
谷
幸

子

（市
浦
駐
在
）

Ⅲ

聞

完
成
し
た
屋
体
は
鉄
骨
平
屋

建
て

（
一
部
木
注
じ

〓
一百
六
平

方

メ
ー
ト
ル
、
便
所
、
渡
り
廊

下
は
四
十
九
平
方

メ
イ
ト
ル
で

総

工
費
は

一
千
六
百
五
万
円
。

設
計

は
弘
前
市
前
田
建
築
設
計

事
務
所
、

工
事
担
当
は
相
内
建

設
工
業
所

（代
表
島
津
サ
ミ
）

◇
皮
肉
な

こ
と
で
す
が
新
聞

に
交
通
事
故
の
記
事
が
載

っ
て

い
な
い
日
を
見

つ
け
る
の
は
大

変
な

二
と
で
す
。

◇
と
く
に
、
小
さ
な
お
子
さ

ん
の
交
通
事
故
は
毎
年

ふ
え
て

い
ま
す
。
か
わ
い
ら
し
い

一
年

生
が
交
通
事
故
で
け
が
を
し
た

り
生
命
を
失

っ
た
り
す

る
こ
と

は
な
ん
と
し
て
も

ふ
せ
が
な
け

オー
ば
な
り
ま

せ
ん
。
子
ど
も
を

交
通
事
故
か
ら
守
る
に
は
ど
う

す
れ
ば

い
い
の
か
、　
一
緒
に
考

え
て
み
ま
し
よ
ぅ
。

◇
ま
ず
、
実
地
に
お
母
さ
ん

か
お
父
さ
ん
と
学
校
ま
で
の
道

路
を

一
緒

に
歩

い
て
み
る
こ
と

で
す
。
そ
し
て
、
く
り
か
え
し

く

り
か
え
し
、
習
慣
化
す
る
ま

で
教
え
ま
す
。

◇
と
く

に
低
学
年

の
お
子
さ

ん
で
す
と
忘
れ
物
を
と
り
に
、

道
路

の
ま
ん
中

か
ら
で
も
急
に

引
き
返
す
場
合
が

い
ち
ば
ん
危

険

で
す
。

◇
登
校
時
よ
り
も
下
校
時

に

事
故
が
多

い
の
も
、
解
放
感
が

気
の
ゆ
る
み
を
起

こ
さ
せ
て
い

る
よ
う
で
す
。

立派にでき上 つた大田小屋内体育館

飲 酒 運 転 を追 放 しよ ぅ
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一新任の県派遣保健婦―

地
域
の
保
健
指
導
に
が
ん
ば
り
た
い
と
い
う
益
子
さ

区
‐
（詢
っ
て
右
）
と
松
江
さ
ん

（向
っ
て
左
）

住
民
に
溶
け
込
ん
だ
活
動
を

益

子

明

美
尤

―

市
浦
は
初
め
て
と
い
う
益
子
　
溶

（と
）
け
込
ま
な
い
こ
と
に

さ
ん
。
こ
の
ほ
ど
弘
前
保
健
所
　
は
十
分
な
指
導
が
で
き
な
い
と

か
ら
赴
任
し
た
。

い
う
。
早
く
よ
り
多
く
の
人
た

保
健
婦
に
な
っ
て
か
ら
ま
だ
　
ち
を
覚
え
て
活
動
を
軌
道
に
乗

一
年
と
経
験
は
浅
い
が
、
殻

（

せ
る
こ
と
が
念
願
。
意
欲
的
で

か
ら
）
の
中
に
閉
じ
こ
も
っ
て
　
あ
る
。

い
て
は
、
保
健
婦
本
来
の
し
ご

県
立
青
森
西
高
を
経
て
四
十

と
が
で
き
な
い
。
と
自
ら
希
望
　
七
年
三
月
、
青
森
高
看
公
衆
衛

し
て
ゃ
っ
て
き
た
。
住
民
の
健
　
生
看
護
学
部
卒
業
。
青
森
市
出

康
管
理
、
保
健
指
導
と
い
っ
て
　
身
。

も
、
や
は
り
地
域
住
民
の
中
に

自
分
な

り
の
カ
ラ
ー
を
出
し
た
い

松
　
江
　
千
枝
子
ざ
ん
（２２
）

ま
た
、
四
十
五
年
二
月
か
ら

一
年
間

「広
報
し
う
ら
に
」
に

ま
ん
が

「
し
う
ら
ク
ン
」
．を
連

載
し
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

ま
ん
が
集
は
、
Ｂ
６
版
、
五

百
三
十
ペ
ー
ジ
、
領
価
千
円
。

予
約
申
し
込
み
は
、
東
北
電

力
五
所
川
原
営
業
所
庶
務
課
ま

た
は
役
場
企
画
室
広
報
係

へ
。

社
会
人
と
し
て
も
、
保
健
婦

と
し
て
も

一
年
生
。
い
ま
の
と

こ
ろ
無
我
夢
中
だ
と
い
う
。

市
浦
へ
来
て
間
も
な
く
、
健

康
相
談
に
出
か
け
た
が
集
っ
た

人
た
ち
と
の
間
に
″
沈
黙
〃
が

続
く
ば
か
り
で
、
ど
の
よ
う
に

話
を
引
き
出
し
た
ら
よ
い
の
か

戸
惑

っ
た
と
嘆
く
。
し
か
し
、

こ
れ
か
ら
が
本
番
。
地
域
住
民

の
衛
生
思
想

の
向
上
を
図
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
自
分
な

り
の
カ
ラ
ー
も
打
ち
出
し
て
教

た
い
。
や
る
気
十
分

の
松
江
さ

で
あ
る
。

県
立
五
高
、
国
立
弘
前
病
院

附
属
高
看
を
経
て
二
月
、
青
森

高
看
公

衆
衛
生
看
護

学
部
卒

業
。
と
な
り
の
中
里
町
若
官

の

出
身
。

鷺
趾
数
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山

内

英

太

郎

る
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
い
ま

に
遺

（
の
，じ

る
態
祭

（
イ
ヨ

マ
ン
テ
）
で
あ
る
。

大
蝦
夷

国
は
漁
、　
狩
と
も

に
豊
か
で
あ
る
。
だ
か
ら
田
畑

を
開
拓
す
る
こ
と
は
な
く
部
落

（
コ
タ
ン
）
に
も
長
く
住
む
こ

と
も
な
く
、
狩

・
漁
を
求
め
て

移
動
し
て
い
た
が
、
時
に
は
他

領
を
侵

（
お
か
）
す
こ
と
も
あ

っ
て
部
落
の
争
い
が
絶
え
な
か

っ
た
。
そ
の
た
め
、
や
ま
と
人

の
智
恵
を
用
い

る
部
落

は
残

り
、
無
智
の
部
落
は
消
滅
の
運

命
を
た
ど
ぅ
て
い
た
。

北
見

国
系
夷
人
の
　
一
族
は

野
性
の
馬
を
飼
い
な
ら
し
乗
り

回
わ

し
て
い
た
が
、
日

高
系

夷
人
は
船
を
造
り
、
や
ま
と
人

と
滉
血
し
、
言
葉
も
次
第
に
蝦

夷

・
や

ま
と
混
合

の
語
と
な

っ
て
年
が
過
ぎ
る
毎
に
北
見
系

日
高

系
の
夷
人
が
対

立
、
遂

に
は
日
高
、
北
見
の
争
乱
を
生

ず
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
は
康
永

手
左
Ｔ
２

、
三
四
三
）
四
月
、

安
倍

（安
東
）
氏
が
大
蝦
夷
国

平
征
に
至
る
ま
で
続
い
た
と
い

わ
れ
る
、

十
三
濤
開
港
の
祖

・
十
三
左

衛
尉
秀
栄

東
日
流

（
つ
が
る
）
十
三
湊

・
視
浦

（し
う
ら
）
に
居
城
す

る
安
倍
貞
季

・
福
島
城
主
は
文

治
一
一年

２

、　
一
八
六
）
五
月

北
見
、
日
高
の
平
征
を
く
わ
だ

て
渡
島
郡
に
松
前
さ
く
お
よ
び

福
島
館
を
築
き
、
檜
山
に
勝
山

さ
く
、
華
沢
さ

く
を
築

城
し

た
。
そ

の
た
め
渡

島
の
夷
人

曾
長

（
オ
テ
ナ
）
は
安
倍
氏
の

侵
領
を
怒
っ
て
日
高
三
郡
の
夷

人
軍

を
ひ
き
い
て

安
倍
氏
の

駐
留
軍
と
合
戦
し
た
。
と
も
に

多
く
の
死
傷
者
を
出
し
た
が
、

文
治
二
年
七
月
ょ
ぅ
ゃ
く
和
解

し
た
。
し
か
し
、
事
実
は
降
伏

し
て
年
毎
に
安
東
氏
に
年
貢

（

ね
ん
ぐ
）
を
献
ず
る
こ
と
に
な

っ
た
。
安
東
氏
は
、
さ
ら
に
北
見
三

郡
を
平
征
し
ょ
う
と
し
て
兵
を

出
し
、
夏
期
の
み
征
伐
軍
を
進

め
た
。
北
見
平
征
は
建
保
三
年

金

、
一
二

一０

十
月
、
国
後

（く
な
し
り
）
島
の
合
戦
を
以

っ
て
平
征
を
完
了
し
た
。
安
東

氏
が

大
蝦
夷
国
を
手

中
に
入

れ
た
あ
と
は
、
十
三
湊
に
交
易

す
る
京
船
や
唐
韓
船
の
寄
港
が

多
く
な
り
、
商
取
引
き
に
大
き

な
利
益
を
あ
げ
る
に
至
っ
た
。

十
三
湊
開
港
の
祖
は
陸
奥
鎮
守

府
将
軍
、
藤
原
三
代
秀
衛
公
の

舎
弟
、
十
三
左
衛
門
尉
秀
栄

（

と
さ
え
も
ん
の
し
よ
ひ
で
ひ
さ

）
の
善
改
に
よ
り
一
大
繁
栄
を

極
め
た
の
で
あ
る
。

十
三
鴻
町
も
懇
と
う
の
中
に

消
滅こ
の
よ
う
な
栄
華
の
湊
、
十

三
浦
町
も
怒
と
う
の
中
、　
一
瞬

の
間
に
消
滅
し
た
。

是

空
諸
行
無
常

（ぜ
く
う

し
よ
ぎ
よ
う
む
じ
よ
う
）
」
を

唱
え
た

「
全
光
上
人

（
こ
ん
こ

う
し
よ
う
に
ん
）
」
は
、
そ
の

後
、
十
三
補
の
町
に
湊
迎
寺

（

そ
う
ご
う
じ
）

を
開
山

し
た

が
、
時
折
、
鳴
り
ひ
び
く
鐘
の

音
は
後

（う
し
ろ
）
髪
を
引
く

よ
う
に
湖
水
を
わ
た
り
、
切
々

と
胸
に
せ
ま
っ
て
く
る
。
古

（

え
に
し
い
）
の
北
都
の
町
は
湖

底
の
砂
に
埋
も
れ
、
長
い
歴
史

を
秘
め
て
眼
る
。
思
い
ば
無
量

の
感
が
こ
み
ぁ
げ
て
く
る
。

天
文
元
年

（
一
、
五
三
二
）

八
月

安
東
　
康
季

ご
籠
生
お
め
で
と
う

小
田
桐
浩
樹

（相
内
）
繁
治

奈
良
久
仁
子

（十
三
）
豊
勝

秋
月
千
春

（十
三
）
吉
徳

中
井
歩
美

（十
三
）
久
志

桑
野
聴
子

（脇
元
）
邦
夫

中
居
望
美

（十
三
）
松
男

吉
田
卓
矢

（相
内
）
耕
三

小
寺
亜
希
子

（十
三
）
義
峰

加
福
淳

（十
三
）
健

成
田
連
也

（脇
元
）
敏
明

い
つ
ま
で
も
お
し
あ
わ
せ
に

（帥
奈
訓
）

（翻
　
舶〕

〈釈田　
齢鷲
（締
海
勘
）

〈細欲
登饗一
（枇
海
繭
〕

〈献
印　諦瓢
（掛
　　訥
）

〈鵬猫
き時穆
〔騰
　　理〕

〈旗神　割「
（報　　勁〕

〈錬雛　群肝
（廿
海
違
）

〈編

秀禁
鵬
　
蔵〕

〈淋
略　
烈確
（鵬
　
斎
〕

窯
装
牲

欝
　
岨〕

（轟
千瓢
舗

∞

〈鍬副蛉野議
（離
　
酬
〕

（精
い転
鉾

姫〕

（稀
暑
刊
節

瀧
〕

〈打紆硲静締
（相　　瀧
）

（諒
田軽

符

〓“

〈峨
田　鶏証
（脚
　　舶〕

認

由轄

舗

短）

（運
襲
輩
等
　
諜
〕

（琳
毎
双
馴
辺
拠

大
姥
夷
を
平
征
し
た
安
東
氏

東
日
流

（
つ
が
る
）
国
か
ら

海
を
へ
だ
て
、
渡
島
に
続
く
大

地
は
言
葉
や
習
慣
が
違
う
土
民

の
地
で
あ
っ
た
。

住
古
、
安
部
比
羅
夫

（
ひ
ら

ふ
）
が
こ

の
地
の

夷
人
を
攻

め
て
択
捉

（え
と
ろ
ふ
）
島
ま

で
も
平
征
し
た
と
い
ぅ
が
、
そ

の
実
は
納
沙
布

（
の
さ
っ
ぶ
）

の
み
さ
き
で
難
破
し
、
命
か
ら

が
ら
上
陸
し
て
九
死
に
一
生
を

得
、
越
の
国

（越
後
）
に
帰
っ

た
の
で
あ
る
。
古
来
、
大
蝦
夷

地
は
極
寒
で
倭

（
や
ま
と
）
の

人
が
住
め
る
所
で

は
な

か
っ

た
。　
ま
た
夷
人
を
攻

め
て
勝

て
る
術
　
（す
べ
）

も
な
い
の

で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
大
蝦
夷
を

平
征
し
た
者
は
安
東
氏
の
ほ
か

に
な
か
っ
た
。
大
蝦
夷
地
に
住

む
者
は
曾
長

（
オ
テ
ナ
）
を
中

心
に
部
落
を
統
制
し
、
各
々
の

住
地
を
境
と
し
て
こ
れ
を
護
っ

て
い
た
。
大
蝦
夷
地
は
六
州
に

分
領
し
て
境
を
設
け
、
こ
れ
を

北
見
三
郡
、
日
高
三
郡
と
区
分

し
た
の
は

古
く
か
ら

夷
人
の

掟

（
お
き
て
）
で
ぁ
っ
た
。

北
見
三
郡
と
は
天
塩
川
を
も

っ
て
東
西
の

境
と
し
、　
天
塩

岳
、
旭
日
岳
、
狩
勝
峠
、
幌
尻

岳

′神
戚

（
か
も
い
）
岳
、
え

り
も
岳
ま
で
の
連
峰
を
境
と
し

て
、
日
高
国
、
北
見
国
と
称
し

た
。
三
郡

は
北
見
で
は

西
別

郡
、
紋
別
郡
、
神
威
郡
。
日
高

で
は
渡
島
郡
、
石
狩
郡
、
富
長

郡
等
に
区
分
し
各
々
一
郡
に
會

長

（
オ
テ
ナ
）
が
あ
っ
て
一
族

を
護
り
生
活
し
て
い
た
。

蝦
夷
六
郡
の
地
は
、
そ
れ
ぞ

れ
山
や
海
が
な
い
郡
は
な
く
、

一
郡
の
言
長
は
と
も
に
六
郡
を

陸
地
で
境
界
し
て
和
交
、
漁
と

狩
の
獲
物

（え
も
の
）
は
た
が

い
に
物
々
交
換
し
て
い
た
。
年

に
一
度
は
六
郡
を
巡
回
し
て
祭

り
を
行
な
い
、
こ
れ
を

「
部
落

神
祭

（
コ
タ
ン
カ
ム
イ
）
」
と

称
し
た
、　
祭
事
は

掟

（
タ
プ

ウ
）

と
し
て

定
め
、
娘

（
メ

ノ
コ
）
が
神
聖
な
舞
を
神

（
カ

ム
イ
）
に
奉
献
し
夜
通
し
で
踊

ｌ
，
Ｎ
Ｉ

官成 石池
本田 沢田
れ

季三撃暑


